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根県が22,296ヶ所、第 3 位の山口県が22,248ヶ所というように群を抜いて第 1 位である。同様に急傾












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　表中Ａ・Ｂの◎は城下の橋梁が流失した洪水を示す。寛永 8 （1631）年、承応 2 （1653）年、延宝
















































にある元和 6 年と延宝の豪雨災害を記憶していることがわかる。黒川村では延宝 2 年、玖波村と松ヶ















とだろうか。表 1 において 2 年連続かつ寅卯年に該当するのは、Ｄ岡山藩の貞享 3 年・ 4 年となる。



















　ここでは城下および近郊の天明期～化政期の記録22）をみていこう（寛政 8 年大洪水を除く）。表 1
に示したＣ★天明 4 年、同 8 年、寛政元年、文化元年、文政 3 年、同 8 年の豪雨を紹介する。
　天明 4 （1784）年 5 月28日は早朝から大雨であった。昼からは晴、すぐに曇となりまた小雨が降っ
た。それでも 2 時過ぎには川の水位は 1 丈 1 尺（約3.3ｍ）となった。この日は細川越中守様の帰国
通行予定であったが、猿猴橋が「高水」で危険なので手前の愛宕町近辺に宿泊されたとのことである
（同年 5 月28日条）。結局は洪水に至らなかったが、ここでは本川（太田川）の水位を 1 丈 1 尺と記
録していることに注目しておこう。
　天明 8 年の★は城下西の郊外で山津波が発生したものである。 5 月29日は「雨大降風吹」、「夕七ツ
時出水壱丈□□（破損）」と、 1 丈数尺の出水（洪水ではない）となった。このとき佐伯郡石内村（東




　翌寛政元（1789）年 6 月11日は前夜からの大雨で城下は「出水」となり、「昼前より壱丈弐尺丁場ニ 
至、御人数頭千賀彦四郎殿・割奉行武内徳太夫・御目付長束平内出張、御人数出ル也、壱丈弐尺五六
寸迄乗ル、夕七つ時前引候也」（ 6 月11日条）となったという。では 1 丈 2 尺の「丁場」に至ったと
－ 6 －
はどのような意味か、また千賀彦四郎以下の出張った人数は何者か、これらについては後述するが、
人数は東城浅野家の家来たちであるとだけ指摘しておこう。ともあれこの日は午後 4 時頃水位が下 
り、城下はことなきをえたのであったが、石内村では田地と革田（被差別民）たちの家が流されてい
る（ 6 月16日条）。続いて17日には明方より「出水丁場」となった。「水高サ壱丈四尺迄ニ相成、追々









　午前 8 時ごろ、水位が 1 丈となったという連絡を受けたが、すぐに 1 丈 1 尺 5 寸となったので直ち
















橋尺木 3 尺が材木場 1 丈 1 尺というように異なっていた。 
この図の説明によれば、 1 丈 3 尺 6 寸の水位となれば新
庄松原堤をこえて城下北西の新庄付近が洪水となるこ
と、 1 丈 4 尺 5 寸で大芝堤をこえ、同じく 1 丈 4 尺 8 寸で
新庄・長束堤をこえて浸水するという。ここまでの水位
では城下は浸水せず、北西近郊の横川・新庄辺に溢れる
こととなる。そして 1 丈 5 尺 8 寸で城下北の楠村堤が溢





　再び「村上家乗」の洪水記事に戻る。次は文政 3 （1820）年 5 月23日の洪水である。正午過ぎに出 
水、水位 1 丈 5 尺で丁場となった。「村上家乗」では、明星院八幡社の後ろの土手（現、京橋川）が 
決壊し、同寺の門が崩れたが、「人家流込には不至」（ 5 月23日条）と記されているのみである。C☆加 
計・室屋「旧記万覚書」を参照すれば、「五月十五日より雨降」、「廿三日迄雨降続キ大水出」、「丁川
橋柱弐本落、滝山川小川別而大水ナリ、文化元子八月洪水以来之大水」25）であった。
　最後に、文政 8 年 6 月洪水の記事をみよう。 2 日の夕方「出水丁場」となった。水位は 1 丈 5 尺余
で、「近来之大水ニ候得共」、堤が切れることはなかった。しかし「横川辺大須賀抔危急之場処も有之
候よし、鐘鼓之音喧々たり」（ 6 月 2 日条）という有様であった。これもC☆加計・室屋「旧記万覚 
書」によれば、 5 月晦日から断続的に大雨が降り続き、村々の稲毛は水損、また地損もあり、寛政 8
年以来の大水である。滝山川小川（滝山川支流）はとくに大水となったが、夜に入ると本川（太田川
本流）からも水が溢れた。「広島ニ而ハ昼水より夜ル之水三尺程高」くなったという26）。その広島城







村に向かう途中の、水主町の対岸付近である（後掲図 5 参照）。堤の決壊はなかったが、 6 丁目より
下は水が溢れ、船でないと往来は困難であった。また知行地の石内村からは「百姓万兵衛と申者後之
山抜、屋上へ崩れかゝり大ニ致怪我候由」注進があった。先に 1 丈 6 尺 6 寸をこえると町人地の土手















　すでに表 1 に示しているように（◎印）、これらの橋が流された洪水は計 8 回であった。これらの
洪水の簡単な概要をまとめたのが表 2 である。このうち寛永 8 年と承応 2 年、そして延宝 2 年の 8 月
はその発生月からも台風であったことは間違いないだろう。また承応 2 年洪水で大橋 9 つ流失とある
が、これは川田橋の西の己斐村へ架けられた橋も含んだものと思われる。延宝 2 年洪水は 5 月28日と 




橋は承応 2 年洪水の後に架けられたが、以後 6 回とも流
失している。寛永 8 年と承応 2 年洪水ですべての橋が流
されているのは、大洪水であったこともあるが、橋梁建
設の技術上の問題もあったのであろうか。
　次に「村上家乗」に記録された承応 2 年、寛政 8 年、天


















寛文13（1673）年 5 月 降雨続き洪水、堤防決壊、元安橋など 4 つ流失 「顕妙公済美録」巻 2 
延宝 2 （1674）年 5 月
延宝 2 （1674）年 8 月
降雨続き洪水、神田橋など大橋 4 つ流失、郡中田畑損耗43,580
石／暴風雨・高潮・洪水、大橋 6 つ流失、新開堤防決壊35ヶ 
所、郡中田畑損耗 3 万石余、 5 月以来流失・潰家7,527軒、損
家1,208軒、死者65人
「顕妙公済美録」巻 3 












嘉永 3 （1850）年 5 月




























寛永 8 年 × － ？ × × × × ×
承応 2 年 × － × × × × × ×
寛文13年 × × × ×
延宝 2 年 × × × ×
寛政 8 年 △ × × × × ×
文政12年 ×
天保 7 年 × × × △









人とあること以外はほぼ違いはなかったと記している。「済美録」を典拠とする表 2 をみると、 9 つ
の大橋と流失家数5,140軒が共通しているので、これも「済美録」に採用された文書と同一のもので
あろう。ただし洪水発生月日は 8 月 5 日に対して、ここでは 2 日とされている28）。また死亡者の数に
ついても「済美録」は5,000人余とするが、ここでは記されていない（印判屋のものでは54人）ので、 
5,000人は再検討されるべきであろう。このときの洪水で注目すべきは、城郭や侍屋敷が損害を受け




　次に寛政 8 年洪水を紹介しよう。承応 2 年洪水は台風にともなう豪雨が原因であったが、寛政 8 年
洪水は梅雨前線による集中豪雨であろう。表 2 によれば、猫屋橋など 5 つの橋が流され、死亡者169 
人、領内の田畑損耗13万石余と最大級の損害であった。ここでは「村上家乗」寛政 8 年 6 月 5 日条は
少し長いので、現代語訳で抜粋していくと以下のような記述となっている。







と。古今の「大変」であり、承応 2 年 6 月以来の大水だそうである。猫屋橋・元安橋・神田橋が落ち
る。京橋・猿猴橋は無難であった。 3 丁目・ 6 丁目・鷹匠町・水主町の土手が切れ、人家は床上浸水、
多くの婦女は船で脱出したそうだ。






















就」したようである（10月15日条）。以上のように、寛政 8 年洪水は承応 2 年洪水以来の「大変」で 
あった。









　最後に、嘉永 3 年洪水を検討しよう。 6 月 1 日、昨夜来の豪雨で川水が増え、暮過ぎ川水が 1 丈 1








































橋いまた其儘ニ取捨有之也」（ 8 月22日条）と復旧の遅れを指摘している。これは 8 月 7 日に台風が
襲来したからであった。「村上家乗」によると、次のようである（ 8 月 7 日条）。今晩の風は存外の暴
風である。我家の風の当りはたいしたことはないが、それでも障子が吹き飛ばされ、大いに騒擾に及
んだ。新小路の大手露地門が 4 間ほど倒れ、御屋形様の損所はひどいようだ。木が倒れることはな 


























男子幼弱に限らず 1 人前に麦 5 合ずつの賃金を払ったので、日々引きもきらず現場に参集しているの












可されたことに明らかである。しかしこの時は延引となり、あらためて文久 2 年 5 月に許可されてい
る。倹約令が出されている時節柄、川浚え中は「少々賑ひ筋相催す」ことも許可された。もちろん通









は 4 列 4 段の計16か町が描かれており、『廣島市史』の10か
町と一致しない。しかもその16か町の内訳は新町組 6 か町、









は 7 日から 7 日間、東本川（京橋川か）で行われたのであろう。
　次に洪水の危険がせまってきた時にとられた防水丁場出動制とでもいうべき対策を紹介しよう。寛





　さらに寛政 8 年洪水を受けて、救助船・用意船の備えが命じられた。寛政 9 年 5 月、藩は洪水の 
際、浦方・島方から救助船を出すこと、本川河口の新開村へも救助船を日頃準備しておくことを命 
じ、さらに材木場の尺木が 1 丈 2 尺になった時は、「御材木場吏員」に限らず「藩士卒」も防水丁場





































































































































 7 ）この表の典拠について若干の説明をしておきたい。Ａ『新修広島市史』は第 3 巻（19　年）を参
照しているが、これは「済美録」から主な自然災害を抜き出したもので、この表では豪雨災害に限













 9 ）平野淳平・三上岳彦・財城真寿美「広島の古日記天候記録による1779年以降の夏季気温の復元」 
（『地理学評論』91巻第 4 号、2018年）、平野淳平・市野美夏・材城真寿美「歴史天候記録にもとづ




























































家畜 死牛19疋　内13疋出水ニ付　 6 疋大風ニ付
－ 19 －
31）横井小楠「遊歴聞見録」（『横井小楠遺稿』日新書院、1942年、833～834頁）。


































　　This paper clarified the actual conditions of heavy rain disasters in Hiroshima Castle Town and its 
surrounding areas. Hiroshima suffered 33 torrential rains in the early Modern era, eight of which were floods 
that swept down a bridge in Hiroshima Castle Town. The Hiroshima clan worked on countermeasures for each 
flood. But there was no way to do that once in a decade. The slopes of the Hiroshima Bay also collapsed several 
times, but each time the farmers recovered and worked to expand production. The Modern era is called the Little 
Ice Age. Therefore, heavy rain disasters occur regardless of global warming.
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